
   平成　 　年　 　月

①疾病、疲労等の状況　②日常点検の状況 ①疾病、疲労等の状況 ①自動車、道路及び運行の状況

③その他　地図・消火器・保険証・免許証・非常信号用品・服装・検査証・ ②その他　遺失物の報告、事故違反の有無、車両の ②その他　乗務記録の点検、健康状態等、

　 チャーﾄ紙装着の確認・停止表示板・運行指示書の確認(長距離) 　 状態、乗務記録の点検、道路状況及び運行状況  　遺失物の報告、事故違反の有無、チャート紙の回収

① ② ③ 日 時間 ① ② 日 時間 ① ②
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１．　点呼方法の「面」とは、対面での実施をいい、「電」とは、電話等での報告をいいます。　２泊３日以上のように、乗務前・乗務後の両方とも、運転者が所属する営業所で対面での点呼が出来ない場合は電話等の方法で	


　　乗務前点呼、乗務後点呼を実施し、さらに、乗務途中においても少なくとも一回は電話等で点呼を行うことが義務付けられています。この乗務途中に行う点呼を「中間点呼」といいます。	

２．＜アルコール検知器の常時有効な保持＞について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　　  【毎日確認すべき事項】　　　　　　【１週間に1回以上確認すべき事項】	


　  　　① 電源が確実に入ること　　　 　① 酒気を帯びていないものが検知器を使用した場合に検知しないこと	

　　　  ② 損傷がないこと　　　　　　　 　 ② アルコールを含有する液体（洗口液等）を口内に噴霧したうえで、検知器を使用した場合にアルコールを検知すること	


	


補 助 者	
運行管理者	
統括運行管理者	




   平成　 　年　 　月

①疾病、疲労等の状況　②日常点検の状況 ①疾病、疲労等の状況 ①自動車、道路及び運行の状況

③その他　地図・消火器・保険証・免許証・非常信号用品・服装・検査証・ ②その他　遺失物の報告、事故違反の有無、車両の ②その他　乗務記録の点検、健康状態等、

　 チャーﾄ紙装着の確認・停止表示板・運行指示書の確認(長距離) 　 状態、乗務記録の点検、道路状況及び運行状況  　遺失物の報告、事故違反の有無、チャート紙の回収
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１．　点呼方法の「面」とは、対面での実施をいい、「電」とは、電話等での報告をいいます。　２泊３日以上のように、乗務前・乗務後の両方とも、運転者が所属する営業所で対面での点呼が出来ない場合は電話等の方法で	


　　乗務前点呼、乗務後点呼を実施し、さらに、乗務途中においても少なくとも一回は電話等で点呼を行うことが義務付けられています。この乗務途中に行う点呼を「中間点呼」といいます。	

２．＜アルコール検知器の常時有効な保持＞について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　　  【毎日確認すべき事項】　　　　　　【１週間に1回以上確認すべき事項】	


　  　　① 電源が確実に入ること　　　 　① 酒気を帯びていないものが検知器を使用した場合に検知しないこと	

　　　  ② 損傷がないこと　　　　　　　 　 ② アルコールを含有する液体（洗口液等）を口内に噴霧したうえで、検知器を使用した場合にアルコールを検知すること	


	





